
NO.119（17） 日 高 市 議 会 だ よ り

議
会
運
営
委
員
会

域
の
シ
ン
ボ
ル
施
設
と
し
て
存
続

可
能
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
利
点
が

あ
る
。
ま
た
、
教
育
、
福
祉
、
文

化
、
産
業
、
観
光
な
ど
に
お
け
る

新
た
な
地
域
振
興
の
発
信
拠
点
と

し
て
、
可
能
性
が
見
込
め
る
。

10
月
25
日
㈫　

静
岡
県
沼
津
市

▼�

沼
津
市
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

　

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り

は
、
市
内
で
増
加
す
る
空
き
家
な

ど
の
民
間
遊
休
不
動
産
や
利
用
度

の
低
下
し
た
公
共
施
設
等
の
活
用

事
業
を
通
じ
、
新
た
な
人
材
や
コ

ン
テ
ン
ツ
を
呼
び
込
み
、
市
民
に

と
っ
て
楽
し
い
ま
ち
に
生
ま
れ
変

わ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

沼
津
市
で
は
、
こ
の
事
業
に
平

成
27
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
、

平
成
29
年
度
に
は
、
豊
か
な
地
域

を
育
む
こ
と
を
目
標
と
し
「
沼
津

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
た
。

　

事
業
は
多
岐
に
わ
た
り
、
令
和

元
年
度
末
時
点
に
お
い
て
、
延
べ

参
加
人
数
は
約
３
千
800
人
、
創
出

事
業
数
は
46
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、「
週
末
の
沼

津
」（
公
共
の
空
間
を
活
用
し
た

定
期
マ
ー
ケ
ッ
ト
）
の
開
催
を
支

援
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
、
継

続
し
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
で
、
起

業
や
事
業
継
承
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
つ
な
が
る
ま
ち
を
動
か
す
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
的
な
役
割
や
エ

リ
ア
の
魅
力
を
発
信
す
る
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
と
し
て
ま
ち
を
知
っ
て
も

ら
い
、
来
て
も
ら
う
き
っ
か
け
と

な
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。

　

将
来
の
展
望
と
し
て
、
短
期
的

に
は「
既
存
ス
ト
ッ
ク
を
生
か
す
」

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
を

積
極
的
に
進
め
な
が
ら
、
事
業
の

創
出
で
変
化
の
兆
し
が
見
え
始
め

た
エ
リ
ア
に
お
い
て
個
々
の
事
業

化
支
援
に
加
え
、
定
期
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
開
催
や
居
心
地
の
良
い
公
共

空
間
の
活
用
、
商
業
リ
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
支
援
な
ど
を
戦
略
的
に

行
い
、
ま
ち
の
期
待
値
を
上
げ
、

エ
リ
ア
全
体
の
価
値
を
高
め
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
中
長

期
的
に
は
、
沼
津
駅
周
辺
の
公
共

空
間
を
大
き
く
変
え
て
い
く
ハ
ー

ド
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な

る
が
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ

く
り
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
民
間

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
育
ち
、
新
た
に
生

み
出
さ
れ
る
公
共
空
間
を
使
い
こ

な
す
こ
と

で
、
ま
ち

に
新
た
な

価
値
や
活

力
を
生
み

出
す
、
ヒ

ト
中
心
の

ま
ち
づ
く

り
を
目
指

し
て
い
る
。

10
月
５
日
㈬　

 

山
梨
県
笛
吹
市

▼
一
問
一
答
方
式
導
入
に
つ
い
て

　

笛
吹
市
議
会
は
、
質
問
・
答
弁

の
明
確
化
を
目
的
と
し
て
、
平
成

25
年
第
１
回
定
例
会
よ
り
一
般
質

問
に
お
い
て
一
問
一
答
方
式
を
導

入
実
施
し
た
。

　

そ
の
効
果
と
し
て
、
質
問
・
答

弁
内
容
が
明
確
化
さ
れ
た
こ
と
や
、

一
つ
の
質
問
事
項
に
つ
い
て
深
く

掘
り
下
げ
て
質
問
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

▼�

議
会
と
市
民
の
意
見
交
換
会
に

つ
い
て

　

議
会
基
本
条
例
制
定
の
検
討
の

中
、
議
会
報
告
会
及
び
意
見
交
換

会
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
開
催

先
の
選
考
方
法
と
し
て
、
平
成
27

年
と
平
成
28
年
は
市
民
と
の
意
見

交
換
会
を
実
施
、
平
成
29
年
か
ら

令
和
元
年
に
か
け
て
、
常
任
委
員

会
毎
に
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換

会
を
開
催
し
た
。
令
和
３
年
度
に

お
い
て
は
、
議
会
報
告
会
・
意
見

交
換
会
に
代
わ
る
、
市
民
か
ら
の

政
策
提
言
・
意
見
募
集
を
行
い
、

各
員
会
の
回
答
を
議
会
だ
よ
り
に

掲
載
し
た
。

　

そ
の
効
果
と
し
て
、
各
種
団
体

（
区
長
会
・
消
防
団
・
ス
ポ
ー
ツ

協
会
・
文
化
協
会
・
観
光
協
会
・

商
工
会
等
）
と
の
意
見
交
換
会
で

は
、
常
任
委
員
会
に
関
連
す
る
団

体
と
意
見
交
換
す
る
こ
と
で
、
そ

の
分
野
に
お
い
て
よ
り
深
い
意
見

交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

10
月
６
日
㈭　

 

新
潟
県
燕
市

▼�

議
会
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
導
入
に
つ
い
て

　

議
会
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
導

入
前
の
課
題
と
し
て
、
資
料
準
備

の
煩
雑
さ
や
持
ち
運
び
の
負
担
、

大
量
の
議
案
等
の
資
料
整
理
の
困

難
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
ほ
か
、
議

員
へ
の
情
報
提
供
に
お
け
る
、
電

話
や
メ
ー
ル
な
ど
、
個
別
の
連
絡

手
段
へ
の
対
応
や
正
副
議
長
の
公

務
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
の
煩

雑
な
ど
が
課
題
に
挙
げ
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
や
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
会
議
の
実
現
に
向
け
、
平
成
30

年
９
月
定
例
会
か
ら
燕
市
議
会
は

市
側
と
同
時
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
試

行
導
入
、
平
成
31
年
３
月
定
例
会

よ
り
完
全
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
へ
移
行

し
た
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
と
並
行
し

て
、
議
会
フ
ロ
ア
の
通
信
環
境
の

整
備
を
行
い
、
議
場
及
び
委
員
会

室
に
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
（
Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ
）
を
設
置
し
た
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
の
効
果
と
し

て
、
各
種
会
議
資
料
の
共
有
・
整

理
が
可
能
と
な
り
、
会
議
等
で
使

用
し
た
資
料
が
会
議
終
了
後
に
は

電
子
書
籍
と
し
て
整
理
・
格
納
さ

れ
、
さ
ら
に
市
の
計
画
や
報
告
書

等
も
格
納
す
る
こ
と
に
よ
り
、
紙

の
資
料
を
持
ち
歩
く
こ
と
無
く
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
上
で
い
つ
で
も
確
認

が
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
検
索
機

能
に
よ
り
、
必
要
な
資
料
を
探
す

こ
と
も
可
能
。
こ
の
ほ
か
、
カ
レ

ン
ダ
ー
機
能
を
活
用
し
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
調
整
に
関
す
る
負
担
が

軽
減
さ
れ
た
。

　

導
入
後
の
課
題
と
し
て
、
積
極

的
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
を
推
進
す

る
中
、
私
的
利
用
の
制
限
や
資
料

を
格
納
す
る
際
の
フ
ォ
ル
ダ
分
け

な
ど
、
ル
ー
ル
化
が
必
要
で
あ
る

こ
と
、
議
員
個
々
の
情
報
リ
テ
ラ

シ
ー
の
差
が
大
き
く
、
会
期
中
以

外
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
て
い

な
い
議
員
も
少
な
か
ら
ず
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
に
よ
り
、

資
料
を
携
帯
で
き
る
こ
と
で
議
員

活
動
に
お
け
る
市
民
へ
の
説
明
に

お
い
て
も
有
用
で
あ
る
こ
と
、
市

側
に
お
い
て
は
、
議
案
や
協
議
会

等
の
資
料
の
印
刷
、
配
付
、
資
料

の
差
し
替

え
が
発
生

し
た
場
合

の
人
的
作

業
が
削
減

で
き
る
こ

と
か
ら
、

ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
に

よ
る
自
治

体
Ｄ
Ｘ
の

推
進
が
図

ら
れ
て
い

る
。


